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要 旨
本研究の 目的は、看護大学生の食習慣 と知識、および健康への関心の関係を明 らかにす ることである。保健医療の知
識をもつ看護大学生の3、4年 生を対象に、無記名による自記式質問票を用いて調査を実施 した。質問票は食習慣、保
健医療の知識、健康への関心、及び個人特性で構成 した。食習慣尺度 と健康への関心尺度は、筆者が独 自に原案を作成
し、信頼性 と妥 当性を検討 した。食習慣尺度は全体の信頼性が低かったため、『摂取不足が指摘されている食品を積極
的にとる』と 『摂 り過 ぎが指摘されている食品を控える』とい う2つ の下位尺度を分析に用いることに した。
分析の結果、対象者は健康への関心が高いほど、摂 り過ぎが指摘 されている食品を控える健康的な食習慣であった 
(r=.34,p=.000)o
また食習慣 に有意な影響を与えていた個人特性は、規則的な食事時間(t(116)=5.78,p=.000)、 家族と同居(t(125) 
=-8.01,p=.000)で あった。
こうした健康的な食習慣は、保健医療の知識の程度には関係 してお らず、家庭での食事の準備経験や家族と食生活に






平成15年 の国民健康 ・栄養調査1)に よると、野菜摂










































































疾病知識 とは、食習慣 と強く関連 しながら発症、進行
するような疾病の知識である。











N.研 究 対 象
本研究の対象者は、国立A大 学で看護学を専攻する3、
4年 生のうち、本研究への同意が得られた者 とした。











目)と 、摂取不足が指摘されている乳製品・果物 ・野菜 ・
海藻類の摂取状況(4項 目)、過剰摂取が指摘 されている
マヨネーズ ・揚げ物 ・菓子類 ・ジュースの摂取状況(4項
目)、栄養を補 う野菜ジュース・サプリメントの利用状況
(2項 目)、自炊状況(1項 目)と し、5っ の構成要素から
なる計12項 目で作成 した。
上記の12項 目の摂取状況について、ほぼ毎 日(4点)、











簡単な聞き取 りを行って筆者が独 自に作成 した。カロ
リー、塩分量、栄養素 といった食品選択に必要 となる知










え方(1項 目)と し、5つ の構成要素からなる計15項 目
で作成 した。

























はSPSSIIJfc)rWindowsを用 い た 。 的な事情から利用 してお らず不適切であったが、それ以
外は尺度原案の構成要素に類似 した因子が抽出されたこ
3.倫 理的配慮 とから、食習慣尺度の構成妥当性は支持 されたと考える。
対象者へ研究の趣旨と方法を文書と口頭で説明し、研 尺度全体の信頼性は.45と低かった。これは構成概念に含
究への参加は自由意志であり学業や成績に影響 しないこ まれ る因子の類似性が若干低いことに起因していると考
と、質問票は無記名 とし、個人は特定されないことを説 えられる0各下位尺度の信頼性係数(Cronbach'sa係 数)




VI.結 果 囲が0～20点 からなる下位尺度 と、『摂 り過ぎが指摘 さ
1.尺 度の作成 れている食品を控える』とい う4項 目で得点範囲が0～16
1)食 習慣尺度 点からなる下位尺度の2っ をそれぞれ分析に用いること
食習慣尺度項 目の うち相関係数が低かった3項 目を除 にした。
外 して因子分析(一 般化 された最小2乗 法、プロマ ック
ス回転)を 行い、2因子が抽 出され、それぞれの因子を解 2)健 康への関心尺度
釈 した(表1)。また因子分析結果は斜交解のため因子寄与 健康への関心尺度項目の うち相関係数が低かった3項
率の指標は用いなかった。その結果、尺度原案の構成要 目を除外 し因子分析を行い、 さらに因子負荷量が10.41
素のうち 「健康補助食品の利用状況」は、対象者は経済 未満であった1項 目を除外 して、それぞれの因子を解釈
した(表2)。
表1.食 習慣尺度 の因子分析の結果:一 般化された最小2乗 法 ・プロマックス回転(N=129)
各因子の項目 因子1 因子II
因子1『 摂取不足が指摘されている食品を積極的にとる』
1)野菜をよく摂取する .704 .274 
..
2)果物をよく摂取する .582 
3)朝食をとる .568 .052 
4)海藻類をよく摂取する .528 -.259 
5)乳製品をよく摂取する .469 .021
因子2『 摂り過ぎが指摘されている食品を控える』
1)揚げ物をあまり摂取しない 一.068 。683 
2)自 分で調理をする .105 635
 
3)マヨネーズをあまり摂取しない .012 479 
4)菓子類をあまり摂取しない .040 .443
固有値 1.78 1.59
表2.健 康への関心尺度の因子分析の結果:一 般化された最小2乗 法・プロマックス回転(N=129)
各因子の項目 因子1 因子1 因子皿
因子1『 健康的食事の心がけ』
1今 の食生活をこれからも続 けたい 761 一 .287 一 .017 
2食 品の種類を多くとるよう心が ける ..・ .207 .036 
3忙 しくても空腹を満たすだけでなく栄養バランスを考え .501 ,060 -.007 
4塩 分を控えるよう心がける 495 .; -.101 
5野 菜を多くとるよう心がける 474 .212 .142
因子2『 ダイエットへの関心』
6栄 養表示をみて食品を選ぶように心がける 一.134 746 一.062 
7カロリーを摂りすぎないように心がける -.015 616 .063 
8脂 っこいものを控えるように心が ける .175 542 -.032
因子3『 食事は健康の基本であるという信念』
9食 生活を振り返ることは大切であると思う 一.177 .208 .760 
io日 頃の食事が今の健康状態につながっていると思う .007 -.051 .751 
11健 康には何よりも食事が重要であると思う .215 -.225 :.




















本であるとい う信念』の3つ の下位尺度で再構成 し、全
11項 目の得点範囲は0-44点 とした。
2.分 析対象者 の特徴
本研 究の対象者152名 に質問票 を配布 し、回収数 は129
名(84.9%)で これ らすべて を分析対象 とした。分析 対象
者 は、3年 生81名(62.8%)、 女性125名(96.9%)、 ひ と
り暮 らし78名(60.5%)で 食.事時間が比較的決 まった時
間に とれ るものは65名(50.4%)で あった(表3)。 また、
これ まで家庭 で食事の準備 をよく手伝 っていたものは77
名(60.2%)、 家族 と食生活 を話題 にす ることが多か った
ものは99名(77.3%)で あった(表3)。
3.食	習慣 と保健医療の知識、健康への関心の実態







































































ま り食べない ものは16名(12.5%)で あった。食 品の摂 取
状況では、摂取 不足 が指摘 されてい る果物 の摂 取頻度 が
少ない ものは81名(63.8%)、 海草類 の摂取頻度 が少ない
ものは83名(64.3%)、 過剰 摂取が指摘 され ている菓子類
の摂取頻度が多い ものは:78名(60.5%)で あった。
保健医療の知識 の項 目では平均得点が疾病知識(M5.9
±SD1.0)、 食 品選 択知識(M6.6±SD1.1)ともに高 く
(表4)、 対象者 の保健 医療 の知識 の程度は高 い こどがわ
かった。
健康 への関心の項 目の平均得 点は30.6点(SD4.6)で
あ り(表4)、 健康 への 関心 の程度 にはば らつ きが ある こ
とがわかった。






















































































食習慣 ① .023 .162 
食習慣 ② .175 240** .095 
疾病知識 -.036 .029 .040 .180 
食品選択知識 .157 .181 .140 .i20 .200 
健康への関心 .430 .335 **.060 .250 ** i・/ .280**
※食習慣①:摂 取不足が指摘せれている食品を積極的にとる	 *p〈.05**pぐ01
食習慣②:摂 り過ぎが指摘せれている食品を控える
表.6食 習慣(下 位尺度)を 従属変数とする重回帰分析の要約1(nニ124)
独立変数 摂り過ぎが指摘されている食品を積極的にとる 




性別 一.023 一.033 一.049 
学年 .070 .085 .065 
居住形態 .048 .022 .008 
食事準備経験 .007 .002 .006 
食事に関した話題経験 .099 .093 .053 
食事時間 -.471** -.468** -.374** 
STEP2
②保健医療の知識
食品選択知識 .127 .091 
疾病知識 -.094 -.088 
STEP3
③健康へ の関心 .211
調整済みR2 .200** .208** .235** 


























ステ ップ2は 、保健医療の知識得点を追加投入 した。そ
の結果、食習慣は、ステソプ1と 同様の変数が有意 な影
響力を与えてお り、(R2=.21,p=.000)、 説明力はステ ッ
プ1と ほとんど変わらなかった。
ステ ップ3で は、健康への関心得点を追加投入す ると















































































































が 『摂 り過ぎが指摘 されている食品を控える』という食
習慣に対して大きな影響を与えていることが示唆された。
ライフスタイルの多様化で定時に食事をとれない人も多
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